
三
点

四
点

五
点

六
点

《

互
選
句
》

〈

紙
上
選
句
〉

〈

投
句
〉

〈

出
席
者
〉

〈

選
者
〉

〈

顧
問
〉

☆ ☆
☆
◎

☆
◎

◎ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ◎ ☆
☆
◎

◎ ◎ ☆

沙
羅
散
り
し
石
や
は
ら
か
に
花
を
受
け

奥
入
瀬
に
六
月
の
オ
ゾ
ン
浴
び
に
行
か
ん

憂
さ
忘
れ
ん
と
て
が
む
し
ゃ

ら
に
洗
ふ
髪

大
南
風
（

お
お
み
な
み
）

旧
邸
多
き
海
の
町

十
薬
や
小
さ
き
不
満
拡
が
り
ぬ

池
の
面
を
草
書
と
な
り
て
渡
る
蛇

廊
下
か
ら
妻
の
小
言
か
遠
き
雷

蒸
し
暑
き
ミ
ナ
ミ
占
領
華
語
韓
語

冷
酒
（

ひ
や
）

ど
ん
ど
ん
八
十
路
の
友
ら
意
気
旺
ん

殿
（

し
ん
が
り
）

で
バ
ス
待
つ
列
や
枇
杷
熟
る
る

峡
（

か
い
）

に
入
る
古
寺
に
青
き
蛍
か
な

黒
楽
（

く
ろ
ら
く
）

に

翠
（

み
ど
り
）

潜
む
や
風
光
る

ぬ
か
る
み
を
遊
び
に
す
る
子
等
梅
雨
晴
れ
間

駒
を
打
つ
少
年
の
指
青
嵐

洗
は
れ
て
谷
中
生
姜
の
ほ
ん
の
り
と

翠
黛
の
渓
へ
斬
り
込
む
夏
つ
ば
め

み
ち
の
く
の
友
の
便
り
は
さ
く
ら
ん
ぼ

河
童
絵
の
団
扇
（

う
ち
わ
）

ピ
ア
ノ
に
飾
り
を
り

母
の
日
や
奥
に
ひ
つ
そ
り
古
箪
笥

遠
雷
や
余
命
を
洩
ら
す
無
二
の
友

万
物
を
墨
絵
と
な
し
て
白
雨
か
な

闇
深
し
胸
に
ま
つ
す
ぐ
蛍
入
る

欄
外
に
一
句
添
え
あ
り
夏
便
り

泣
く
ま
い
と
迷
子
の
我
慢
立
葵

ゆ
た
か

仝
恵
洲

弘
子

五
郎
太

孤
舟

忠
彦

仝
紀
久
男

天
牛

け
い
子

仝
啓
子

ゆ
た
か

弘
子

孤
舟

猛
紀
久
男

ゆ
た
か

堂
哉

仝
け
い
子

健
介

弘
子

（

万
・
敏
・
啓
）

（

万
・
ゆ
・
天
）

（

紀
・
万
・
孤
）

（

万
・
孤
・
正
）

（

孤
・
正
・
天
）

（

猛
・
彦
・
敏
）

（

紀
・
彦
・
龍
）

（

猛
・
敏
・
く
）

（

堅
・
万
・
龍
）

（

彦
・
允
・
正
・
三
）

（

堅
・
眞
・
万
・
Ｍ
）

（

堅
・
千
・
敏
・
三
）

（

猛
・
万
・
千
・
ゆ
）

（

猛
・
彦
・
弘
・
啓
）

（

紀
・
万
・
五
・
允
）

（

猛
・
五
・
千
・
啓
）

（

堅
・
万
・
弘
・
千
）

（

万
・
千
・
天
・
三
）

（

堅
・
眞
・
龍
・
允
・
Ｍ
）

（

万
・
ゆ
・
Ｍ
・
く
・
天

（

紀
・
孤
・
五
・
敏
・
允
・
啓
）

（

眞
・
万
・
五
・
正
・
啓
・
三
）

（

紀
・
万
・
孤
・
彦
・
允
・
く
）

（

眞
・
孤
・
龍
・
ゆ
・
啓
・
Ｍ
）

（

☆
→
「

み
ち
の
く
の
友
か
ら
さ
く
ら
ん
ぼ
便
り
」
）

（

☆
→
「

洗
ひ
あ
げ
ほ
ん
の
り
紅
き
谷
中
生
姜
」
）

　
（
「

楽
展
」

に
て
）
（

下
五
が
春
の
季
語
の
為
と
ら
な
か
っ

た
。
→
「

風
薫
る
」

等
）

（

☆
→
「

峡
の
古
寺
青
き
蛍
の
目
覚
し
く
」
）

（

☆
→
「

ぬ
か
る
み
は
子
等
の
遊
び
場
梅
雨
晴
間
」
）

（

☆
→
「

が
む
し
ゃ

ら
に
憂
さ
忘
れ
ん
と
髪
洗
ふ
」
）

　
（

☆
…

娑
羅
。

夏
椿
の
別
称
。

大
き
な
白
い
花
を
咲
か
す
が
間
も
な
く
散
る
）

川
口
孤
舟

 
 
 
 
 
 
第
三
百
七
十
五
回
　
青
葉
会

今
井
紀
久
男
　
大
林
猛
　
川
口
孤
舟
　
久
米
五
郎
太
　
小
西
弘
子
　
豊
田
ゆ
た
か
　
星
田
啓
子

川
合
万
里
子
　
先
生

　

　
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
二
日
（

木
）

　
　
午
后
五
時
半
～

八
時
半
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

山
内
天
牛

赤
田
堅
　
安
部
眞
希
子
　
楠
田
彦
十
　
在
間
千
恵
　
庄
司
龍
平
　
高
橋
敏
郎
　
早
川
允
章
　
福
島
正
明

伊
賀
山
そ
ら
お
　
柿
﨑
忠
彦
　
小
早
健
介
　
朱
牟
田
恵
洲
　
土
谷
堂
哉
　
古
田
昇
　
宮
内
規
雄

山
崎
亜
也
　
山
田
け
い
子
　
渡
邊
盛
雄

Ｍ
Ｈ
氏
　
村
田
く
に
子
　
山
本
三
恵

　
浴
び
に
行
か
む
」
）

　
（

☆
→
「

欄
外
に
夏
の
一
句
や
友
の
文
（

ふ
み
）

」
）

　
（

☆
…
「

入
る
」
→
「

入
り
」
）

（

☆
→
「

河
童
絵
の
団
扇
を
ピ
ア
ノ
に
飾
り
在
り
」
）

　
（

☆
…

上
五
→
「

大
南
風
（

は
え
）

や
」
）

（

☆
…

格
助
詞
「

に
」

は
時
間
的
・
心
理
的
な
あ
る
点
を
指
定
す
る
→
「

奥
入
瀬
へ
六
月
の
オ
ゾ
ン



一
点

二
点

◎ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ◎ ◎ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ◎ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

時
の
日
や
時
に
は
揺
れ
る
不
整
脈

ヴ
ェ

ラ
ン
ダ
の
イ
タ
リ
ヤ
ト
マ
ト
に
ジ
ャ

ズ
聴
か
す

梅
雨
に
入
る
庭
師
仕
事
を
終
へ
し
日
に

梅
雨
晴
間
孫
は
自
転
車
漕
ぎ
始
む

若
き
日
は
姑
（

は
は
）

も
笑
顔
の
サ
ン
グ
ラ
ス

　
（

茅
の
輪
く
ぐ
り
の
夏
越
の
祓
の
あ
と
食
す
る
京
銘
菓
）

「

水
無
月
」

を
供
す
茶
席
の
夏
越
（

な
ご
し
）

か
な

夏
至
の
朝
オ
ス
ロ
の
湾
に
家
點
々

真
鶴
の
浜
の
白
波
散
紅
葉

夜
を
連
ね
捲
（

め
く
）

る
司
馬
遼
明
け
易
し

目
の
や
ま
い
体
質
遺
伝
や
木
下
闇

青
梅
や
婦
人
と
藤
村
並
ぶ
墓

天
山
の
風
を
運
び
し
紅
の
花

雲
厚
く
茅
輪
く
ぐ
り
の
長
き
列

半
夏
生
ま
だ
押
す
べ
き
か
退
く
べ
き
か

ア
ロ
ハ
シ
ャ

ツ
南
の
花
と
太
陽
と

女
郎
蜘
蛛
星
の
電
波
へ
手
を
伸
ば
す

落
陽
を
背
負
ひ
ヨ
ッ

ト
の
戻
り
来
る

つ
ゆ
あ
け
の
沖
縄
こ
ち
ら
つ
い
り
と
は

毎
年
よ
父
の
日
贈
る
大
吟
醸

夜
明
け
方
何
処
へ
行
っ

た
か
夏
布
団

梅
雨
晴
間
リ
ュ
ッ

ク
を
背
負
ひ
寺
社
巡
り

「

お
印
（

し
る
し
）

」

は
木
香
（

も
つ
こ
う
）

薔
薇
と
今
満
開

桑
の
実
や
濃
い
紫
に
口
も
手
も

梅
雨
晴
間
城
の
幟
は
中
村
座

「

遠
雷
」

や
ガ
リ
版
刷
の
文
芸
誌

　
（

チ
ェ

チ
ェ

は
バ
レ
エ
の
ド
レ
ス
の
由
）

芍
薬
や
ほ
ど
け
て
ジ
ゼ
ル
の
チ
ェ

チ
ェ

の
ご
と

（

☆
…

下
五
→
「

空
木
咲
く
」
）

十
国
を
数
ふ
る
峠
う
つ
ぎ
咲
く
（

十
国
峠
に
て
）

摩
天
楼
の
バ
ベ
ル
の
塔
や
は
た
た
神

車
庫
に
売
る
踏
台
茶
碗
籐
の
椅
子

蛇
皮
を
脱
ぎ
て
も
い
ま
だ
爬
虫
類

（

☆
…

上
五
→
「

治
療
て
ふ
」
）

治
療
と
や
放
射
線
浴
び
梅
雨
に
入
る

粽
（

ち
ま
き
）

解
き
孫
の
活
躍
ほ
め
あ
ひ
て

雲
切
れ
て
四
片
（

よ
ひ
ら
）

（

四
葩
）

輝
く
散
歩
道

籐
寝
椅
子
妻
に
は
妻
の
夢
有
り
し

遠
雷
や
書
物
読
み
さ
し
空
見
上
ぐ

（

☆
…

下
五
「

独
り
ご
つ
」
→
「

独
り
言
つ
」
）

空
豆
を
剥
き
つ
つ
母
の
独
り
ご
つ

紫
陽
花
の
一
期
一
会
の
色
に
咲
く

仝
盛
雄

仝
天
牛

け
い
子

仝
亜
也

ゆ
た
か

堂
哉

健
介

弘
子

仝 仝 仝
五
郎
太

仝
孤
舟

仝 仝 猛
そ
ら
お

仝
天
牛

け
い
子

規
雄

仝
啓
子

昇
弘
子

孤
舟

忠
彦

記
久
男

そ
ら
お

盛
雄

規
雄

啓
子

昇

（

孤
）

（

万
）

（

紀
）

（

万
）

（

彦
）

（

紀
）

（

万
）

（

Ｍ
）

（

紀
）

（

万
）

（

万
）

（

Ｍ
）

（

孤
）

（

孤
）

（

万
）

（

五
）

（

允
）

（

万
）

（

万
）

（

万
）

（

く
）

（

猛
・
弘
）

（

万
・
く
）

（

万
・
三
）

（

孤
・
龍
）

（

弘
・
千
）

（

万
・
天
）

（

眞
・
紀
）

（

万
・
天
）

（

万
・
三
）

（

眞
・
万
）

（

弘
・
敏
）

（

紀
・
万
）

（

紀
・
正
・
く
）

（

万
・
龍
・
正
）

（

万
・
弘
・
ゆ
）

（

堅
・
五
・
ゆ
）

八
月
二
十
四
日
（

木
）

　
築
地
「

紅
蘭
（

こ
う
ら
ん
）

」

に
て
暑
気
払
句
会
　
会
費
ラ
長

　
▲
当
季
雑
詠
五
句
　
投
句
二
句

（

☆
→
「

口
も
手
も
桑
の
実
の
濃
い
紫
に
」
。

子
供
の
頃
母
に
よ
く
叱
ら
れ
ま
し
た
）

七
月
二
十
七
日
（

木
）

　
午
后
五
時
半
～

八
時
半
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
　
文
責
　
紀
久
男

　
　
●
次
回
青
葉
会 （

☆
…

四
葩
＝

あ
じ
さ
い
の
こ
と
。

特
に
俳
句
で
用
い
る
）



四 三 二 一
木
枯
し
に
向
か
ひ
駆
け
ゆ
く
柔
道
着

懐
妊
の
知
ら
せ
を
乗
せ
て
木
の
芽
風

秋
簾
父
晩
年
の
部
屋
に
座
す

桂
馬
跳
び
し
て
陽
炎
の
少
女
来
る

短
夜
を
看
取
り
て
始
発
電
車
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
欄
に
続
く

極
彩
の
門
の
内
な
る
花
吹
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

日
本
を
見
渡
し
て
み
る
桜
山
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

紫
木
蓮
ほ
ろ
ほ
ろ
欠
く
る
大
谷
石
　
　
　
　
　
　
仝

前
髪
を
き
っ

ち
り
揃
へ
枝
垂
梅
　
　
　
　
　
　
　
弘
子

新
し
き
牧
師
迎
へ
ん
チ
ュ
ー

リ
ッ

プ
　
　
　
　
　
仝

ミ
サ
イ
ル
の
飛
び
し
空
を
ば
初
燕
　
　
　
　
　
　
仝

軍
艦
も
難
民
ボ
ー

ト
も
春
の
海
　
　
　
　
　
　
　
仝

老
桜
に
紛
れ
か
ら
す
の
雨
宿
り
　
　
　
　
　
　
眞
希
子

本
閉
ぢ
て
猫
と
抱
き
合
ふ
夜
長
し
　
　
　
　
　
　
仝

蟬
し
ぐ
れ
集
中
豪
雨
と
交
々
に
　
　
　
　
　
　
　
仝

鬼
灯
を
上
手
に
鳴
ら
す
戦
中
派
　
　
　
　
　
　
　
仝

赤
蜻
蛉
肩
に
実
家
の
露
天
風
呂
　
　
　
　
　
　
　
仝

春
寒
や
音
楽
室
か
ら
征
き
し
師
よ
　
　
　
　
　
　
仝

祓
処
に
紅
白
梅
咲
く
故
郷
か
な
　
　
　
　
　
　
　
仝

満
開
の
老
梅
揺
ら
し
余
震
ま
た
　
　
　
　
　
　
万
里
子

肩
書
き
も
裃
も
脱
ぎ
の
つ
ぺ
い
汁

Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
濡
ら
し
て
ゆ
き
し
七
変
化

一
誌
校
了
し
大
寒
の
月
仰
ぐ

木
犀
や
妻
と
日
向
を
領
ち
合
ふ

古
本
の
忘
れ
栞
や
釣
忍

菖
蒲
湯
や
百
歳
の
母
孫
八
才
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堂
哉

雑
念
の
次
元
を
下
げ
る
白
雨
か
な
　
　
　
　
　
　
　
仝

折
合
は
ぬ
こ
と
も
合
は
せ
て
ソ
ー

ダ
水
　
　
　
　
　
仝

見
え
見
え
の
日
和
見
暮
し
七
変
化
　
　
　
　
　
　
　
正
明

諸
鳥
の
声
は
じ
け
合
ふ
梅
雨
晴
間
　
　
　
　
　
　
　
仝

立
ち
止
ま
り
立
ち
止
ま
り
し
て
蜥
蜴
消
ゆ
　
　
　
　
仝

薔
薇
垣
や
独
り
ぐ
ら
し
の
老
婦
人
　
　
　
　
　
　
　
允
章

　
　
|
「

新
夏
草
」

毬
栗
や
誰
で
も
少
し
は
自
閉
症
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

実
柘
榴
や
約
束
事
は
破
ら
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

人
間
は
一
つ
の
宇
宙
木
の
落
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
正
明

　
　
|
「

森
の
座
」

七
月
号

祈
る
こ
と
に
倦
み
し
は
罪
歟
四
月
尽
　
　
　
　
　
　
仝

鳥
雲
に
後
世
を
親
し
と
お
も
ふ
日
々
　
　
　
　
　
　
仝

花
烏
賊
の
腸
抜
け
る
手
の
こ
の
わ
が
手
　
　
　
　
　
仝

車
椅
子
こ
と
の
ほ
か
な
る
花
疲
れ
　
　
　
　
　
　
　
青
史

　
恭
延
さ
ん
追
悼
句
を
最
近
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
平
成
二
十
九
年
七
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
久
男
記

鵙
去
り
て
一
枝
の
震
へ
残
り
け
り
　
　
　
　
　
　
長
谷
見
　
敏

朗
朗
と
忘
れ
難
き
声
冬
の
星
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
田
ヒ
ロ
ミ
（

彦
十
）

孤
舟
選
者
が
審
査
、

講
評
し
て
、

優
秀
3
句
ほ
か
佳
作
数
点
を
選
定
の
上
、

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
。

一
部
に
つ
い
て
は
、

加
筆

績
で
し
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
句
会
報

つ
つ
、

啓
子
さ
ん
か
ら
の
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
と
煎
餅
、

弘
子
さ
ん
の
ク
ッ

キ
ー
、

小
生
の
純
吟
「

獺
祭
」
（

深
田
夫
人
寄

紙
、

眞
希
子
さ
ん
か
ら
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

彦
十
さ
ん
か
ら
の
絵
葉
書
、

そ
し
て
恭
延
さ
ん
の
奥
様
か
ら
の
お
手
紙
を
回
覧
し

　
今
回
は
孤
舟
選
者
ら
8
名
出
席
。

投
句
1
0
名
。

正
明
さ
ん
か
ら
の
地
元
句
会
の
句
集
「

新
夏
草
」

第
二
集
と
お
手

　
関
係
者
近
詠

は
居
ら
ず
、

選
者
に
一
任
の
形
。

や
る
こ
と
に
な
れ
ば
及
ば
ず
乍
ら
サ
ポ
ー

ト
す
る
心
算
で
す
。

　
話
題
は
保
明
さ
ん
の
検
診
結
果
、

忠
彦
さ
ん
の
放
射
線
治
療
、

彦
十
さ
ん
の
職
場
復
帰
そ
し
て
社
友
会
Ｈ
Ｐ
編
集
委

員
会
（

市
村
委
員
長
、

恵
洲
さ
ん
ら
六
名
）

か
ら
の
提
案
…

Ｈ
Ｐ
に
写
真
に
よ
る
兼
題
を
出
し
て
社
友
か
ら
投
句
募
集
。

頂
く
機
会
に
な
れ
ば
と
い
う
企
画
の
由
。
…

二
次
会
の
焼
鳥
屋
で
も
話
題
に
し
ま
し
た
が
、

今
の
処
、

積
極
的
賛
同
者

す
る
と
の
こ
と
。

民
間
Ｔ
Ｖ
で
好
評
の
「

プ
レ
バ
ト
」

に
あ
や
か
っ

て
投
稿
参
加
者
増
や
し
て
俳
句
に
興
味
を
持
っ

て

添
削
し
て
、

句
の
趣
の
変
化
を
楽
し
む
と
い
う
企
画
。

好
評
で
あ
れ
ば
、

第
二
弾
、

第
三
弾
も
実
施
す
る
こ
と
も
検
討

葉
桜
や
去
年
の
名
簿
に
友
あ
り
き
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

　
「

自
註
・
川
口
襄
集
」

よ
り
好
感
十
句
　
　
盛
雄

贈
）

と
つ
ま
み
を
堪
能
し
乍
ら
開
始
。

猛
さ
ん
披
講
で
御
覧
の
よ
う
に
け
い
子
さ
ん
、

弘
子
さ
ん
、

健
介
さ
ん
が
好
成
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